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DEQX 設 定 術-SP 測 定

■ Measure Speakers（スピーカー測定）

・ DEQXはスピーカーと部屋の音響的なクセを取り除くことで再生音質を劇的に改善します

・ ただし、スピーカーシステムや部屋（※１）の物理的な能力の限界を超えることは出来ません

・ このため、決め手となるスピーカーには物理特性の優れた本物を選ぶことが重要です

・ DEQXは４つのステップ（　　→　　→　　→　　）を順に実施することで設定が完了します

・ 第一ステップはスピーカーの測定です。良好な測定結果が良質な再生音を実現します

［図１］ スピーカー測定時のシステム系統図

ODE X
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測定マイク

マイク入力

端子へ

USB

＜事前準備＞

　■ スピーカーの測定に必要な機材を揃える → D-02参照

　■ DEQXからスピーカーまでが正しく接続されているか確認する → D-01参照

　■ マイクをスタンドにセットしてDEQXのマイク入力端子に接続する → E-04/P.1参照

　■ Calibrationソフトを立ち上げてDEQXとの通信状態を確認する → E-02参照

　■ マイク用補正ファイルの読み込みが未実施ならE-04/P.2を参照して行う

　■ 設定情報はPC内の「Project（プロジェクト）ファイル」に保存する→次ページ

　■ 画面上部の　　　　　　　　　アイコンをクリックして ス ピ ー カ ー 測 定 モ ー ド に 入 る

Calibrate Speakers Configure Measure Room

（※１） 遮音性能や壁の振動等

L/C

USB

CONTROL端子へ

パワーアンプ

パソコン＋ソフト

DEQX

スピーカー

巻き尺

実際の操作画面7ページへ

　　　メジャー　　　　　　　　スピーカー

　通常の系統　 　測定時のみ必要な系統　

Measure Speakers

Measure Speakers
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■ Measure Speakers（スピーカー測定）

～ 作業開始は「New Project」から ～

FFFFiiiilllleeeeメニューから

NNNNeeeewwww    PPPPrrrroooojjjjeeeeccccttttを選択

・ DEQX用のソフトは「PPPPrrrroooojjjjeeeecccctttt（（（（ププププロロロロジジジジェェェェククククトトトト））））」と呼ばれるファイルでデーターを管理します

・ 文書作成用の「Word」や、表計算ソフトの「Excel」などで使うファイル名と同じものです

・ HDP-4対応のソフトからは①NNNNeeeewwww    PPPPrrrroooojjjjeeeeccccttttを選択すると自動的にファイル名がつきます

・ ファイル名は後から変更できるので最初は自動設定のファイル名のまま②保存します

・ 設定時の条件が判るファイル名に変更しておけば再設定や再利用時に便利です

NNNNeeeewwww    PPPPrrrroooojjjjeeeeccccttttを選択すると自動的に

プロジェクト名（日時）が表示される

そのまま保存をクリック

①

②
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■ Measure Speakers（スピーカー測定）

Kurizz-L a b o

Special Advice

Measure Speakers

測定条件の検討

マイクセット（仮）

仮測定→音圧レベルの確認

音圧調整（アンプ/DEQX）

L-chマイクセット（本番）

L-ch / 測定開始

L-ch データーの取得

マイクをR側に移動

R-ch / 測定開始

R-ch データーの取得

スピーカーの測定完了

Calibrate Speakers

測定信号による再生系統の確認

測定信号のテスト送出

P3～P5

 「準備：スピーカーとマイクの関係」参照

P6～P8 実際の操作画面 参照

DEQX→アンプ→SPユニットまでを確認NG

NG

KLSA-2：参照

P9～P10

～ 設定作業の流れ ～

SP測定のスタート 参照

P4～P5、参照
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■ 準備：スピーカーとマイクの関係 - １

 ・　DEQXはスピーカーの測定結果をそのまま利用して補正データーを生成します

 ・　このため、可能な限り良質（正確）なデーターを取ることが良い音への近道です

 ・　測定条件はスピーカーの種類、設置条件、部屋との組合せとなり、全て異なります

 ・　個々の具体例を示すことは困難ですが次のポイントは測定時の共通項目です

　　■ スピーカーの音が壁などに反射してマイクに到達する時間を極力遅らせる

　　■ マイクは音質に最も影響する中域（200Hz～8kHz）が到来する方向に向ける

　　■ 左右のスピーカーとマイクの関係（距離）は出来る限り同一となるよう留意する

　　■ スピーカーとマイクの間隔は1mを基準として、総合的に判断して決定する

直接音

反射音

直接音

反射音

測測測測定定定定時時時時ののののみみみみ移移移移動動動動すすすするるるる

1m

■　反射音がマイクに到達する時間を極力遅らせるには①の方法がベストである

■　データーは機材に変更がない限り再利用できる。可能な限り①を採用したい

■　これは反射音の到達が遅いほど低い周波数まで補正が可能となるためである

■　スピーカの移動が困難な場合は、②の方法で出来るだけ反射音を小さくする

［図１］　反射音がマイクに到達する時間を遅くする方法

定位置

定位置

布団などの吸音材を壁に着ける

①

②
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■ マイクの高さも重要なポイントです

■ 重要帯域（200Hz～8kHz）がより多く再生されるユニットの方向にマイクを向けます

■ ２Way以上のスピーカーでは複数のユニットにまたがるためその中間が狙い目です

■ ［図１］のスピーカー（クロス：1.5kHz）ではツィーターの下部（●印）がお薦めです

　≒1m　

1.5kHz～

～1.5kHz

 直接音 

反射音

■ 横方向の位置はユニットを結ぶ線上（赤線）が基本です

■ ［図２］では線上の（●印）となりま

反射音（床）を減らす工夫

厚めの布団などを床に置く

［図１］

［図２］

反射音（床）を減らす布団

■ 準備：スピーカーとマイクの関係 - ２

（L/Rでの距離差は±2㎜以内）
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■ 3Way（3ユニット）の場合、重要帯域（200Hz～8kHz）を主に再生するユニットを中心に

　　マイクの位置を決めます。

■ 例えば［図１］では250Hz～5kHzを受け持つ中域のユニットが中心となりますが、5kHz

　　以上を受け持つツィーターも無視はできません。

■ そこで、5kHz以上の帯域ではツィーターの方が中域ユニットよりも広い指向性を持って

　　いるので軸上からはややずれますが、中域ユニットを重視しながら、ツィーターの音も

　　しっかりとデーターに取り込める位置を狙ってマイクをセットします。

■ ［図２］では重要帯域のほぼ全て受け持つホーンユニットの真正面を狙います。

250Hz～5kHz

5kHz～

～250Hz

350Hz～20kHz

　≒1m　

～350Hz

　≒1m　

［図１］

［図２］

■ 準備：スピーカーとマイクの関係 - ３

（L/Rでの距離差は±2㎜以内）

（L/Rでの距離差は±2㎜以内）
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Measure Speakers

記入完了で次ページへ

入力情報が

ファイル名に

(日本語OK)

パワーアンプの

使い方を選択

（重要設定項目）

D-01参照

測定信号の

フォーマット

を選択する

通常はデフォルト（1.4秒/9回）のままでOK

↑↑↑↑詳詳詳詳細細細細はははは    kkkknnnnoooowwww----hhhhoooowwww    ペペペペーーーージジジジでででで

測定条件を記載

（メモ的な意味）

SPからの

距離/角度/

マイクの高さ

を枠内に直接

記入する

上級者用設定

NEXT > 

Create a new speaker measurement

（新規にスピーカー測定を行う）

にチェックを入れる

NEXT > 

レ Display prompt in between drivers

ユニット毎に測定する時はチェック

 ク リ ッ ク

通常は選択

しないでOK

①

②

③

④

⑤

Single amp

Bi amp

Tri amp

Subwoofer

実際の操作画面
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■　測定信号は10Hz ～ 40kHzのサイン波です。ツィーターなどに低い周波数の大きな信号が入ると壊れる恐れがあります。

■　このため、スピーカーの測定ではユニットを保護するために低い周波数をカットする機能が用意されています。

■　ここではユニットが再生可能な低域側の周波数（または予定のクロスオーバー周波数）の1/2程度を目安に設定します。

■　Midrange（中域）はホーン型などでは上記と同様に設定しますが、コーン型などでは1/3程度でも問題ありません。

⑥
⑥

BBBBiiii    aaaammmmpppp

⑤

⑧

NEXT > 
⑦

NEXT > 
⑦

⑧

SSSSiiiinnnngggglllleeee    aaaammmmpppp

TTTTrrrriiii    aaaammmmpppp

NEXT > 
⑨

■　Speakers serial number（スピーカーの製造番号）

　　 を記載する欄。実際にはL/Rを区別できればOK。

　　 「L」と「R」、「L-ch」と「R-ch」、「01L」と「01R」など

■　Speakers Selection and DEQX Configuration

　　（スピーカーの選択と設定）左側のスピーカーを

　　クリックし、NEXTで次に

 ク リ ッ ク
⑩

■　DEQX本体内部で測定信号を出す準備が始まり、

　　 数秒で完了してこの画面が出ます。

NEXT > 
⑪

■　この段階で改めて再生システムが正しく

　　 接続されているか確認します。

■　DEQXの出力端子はConfigure（設定）で

　　 役割が変化するため注意が必要です。

■　DEQXから各ユニット（帯域）に出力される

　　 信号音が指定したユニットから正しく再生

　　 されるか確認します。

■　極めて重要なチェック項目となります。
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1735FDM30-INV

⑬

■　DEQX本体内部で測定信号を出す準備が始まり、数秒で

　　 完了して上の画面になります。

■　DEQX Control画面での操作も必要なためWizard画面が

　　 邪魔になるようなら適宜移動させます。

■　⑫　信号を出す帯域（Woofer、Mid-range、Tweeter）を選

　　 び、ボリューム⑬を上げて指定した帯域のユニットから

　　 信号音が出ることを確認します。

■　ここでは小さめの音量で動作の確認ができればOKです。

■　3Wayなら、Woofer、Mid-range、Tweeter、のそれぞれに

　　 ついて必ず確認します。

■　左側が正常ならこの段階で右側についても接続や機器の

　　 動作が正常かどうかを確認します。

■　「< 戻る」ボタンを押して⑩まで戻り、右側のスピーカーを

　　 選んで［Nect >］［Run >］で⑫の操作まで戻ってきます。

■　左側と同様に右側の各ユニットから正常に音が出ることを

　　 確認します。

■　ここまででの確認で「音が出ない」「系統が違う」などの場

　　 合は作業をキャンセルして原因を特定し、解決します。

■　問題がなければ⑭の［Run >］をクリックして ス ピ ー カ ー の

　　  仮 測 定 を 開 始します。

+92

    ママママ    イイイイ    クククク    入入入入    力力力力    レレレレ    ベベベベ    ルルルルVVVVRRRR     信信信信    号号号号    出出出出    力力力力    レレレレ    ベベベベ    ルルルル     ママママ    イイイイ    クククク    にににに    関関関関    すすすす    るるるる    設設設設    定定定定

    左左左左    側側側側     右右右右    側側側側

Woofer

Mid-range

Tweeter

L3

L2

L3

■ 左ch-Wooferの確認

■ 左ch-Mid-rangeの確認

■ 左ch-Tweeterの確認

信号をどのユニット（帯域）

に出すかを選択する

⑫
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⑬

+92

    ママママ    イイイイ    クククク    入入入入    力力力力    レレレレ    ベベベベ    ルルルル
VVVVRRRR LLLL1111

■　⑬のボリュームを徐々に上げ、マイク入力レベルが90dB前後になるように調整します

■　⑭の［Run >］をクリックしてスピーカーの測定を開始します

RRRRuuuunnnn    >>>>    

⑭ 測定開始

SP測定のスタート

■ WWWWooooooooffffeeeerrrr    →→→→    TTTTwwwweeeeeeeetttteeeerrrr    →→→→    MMMMiiiidddd    のののの順順順順で測定信号が送出されのでこの間は静粛にします

■ 測定信号がデフォルト設定のままなら帯域毎に1.4秒の信号が9回送出されて完了です
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NNNNeeeexxxxtttt    >>>>    

⑮

＜L-ch 測定終了 → R-ch開始＞

Calibrate Speakers

＜測定結果をAccept（受け取る）＞

MMMMoooo rrrreeee    ⑰

RRRRuuuunnnn    >>>>    

＜処理の分岐＞

＜R-chの表示名入力＞

NNNNeeeexxxxtttt    >>>>    

⑲

「「「「RRRR----cccchhhh」」」」入入入入力力力力

    クククク    リリリリ    ッッッッ    クククク⑳

＜スピーカーの選択＞

＜Calibrate Speakers＞

（スピーカーの補正）

■ 再測定の場合、対策は以下の二つとなる

　　・ N（部屋のノイズ）を下げる

　　・ S（信号）のレベルを上げるか、回数を増やす

■ 測定信号が出ている時は話をしない

■ 部屋の騒音を下げる（クーラーなどは切る）

■ 測定信号のレベルを上げる

■ 測定信号の回数（Average over）を増やす

　　（1/3/9/18/36/60回で、9回がデフォルト）

AAAAcccccccceeeepppptttt    

⑯

＜測定結果＞

完完完完了了了了    

■ 測定データーのConfidence（信頼度）を音響的なS/Nで表示したもの

■ 測定信号のレベルと、室内の騒音の比をdB（デシベル）で表示

■ 20dB以下は信頼性が低いと判定され、    再再再再    測測測測    定定定定    とととと    なななな    るるるる

コンフィデンス

22223333

22224444

ママママイイイイククククをををを右右右右----cccchhhhににににセセセセッッッットトトト

⑱

22221111

22222222

To Next Stage
※  出 力 ボ リ ュ ー ム に は 触 ら な い


